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一般会計繰入金

基金繰入金

その他収入

基金積立金

その他の支出

拠出金及び納付金

保険事業費

　国庫・府支出金
及び交付金

　保険料
保険給付費

1.平成２３年度決算

【歳入】

歳出：１３，４９２百万円歳入：１３，４７４百万円

【歳出】

単年度収支（歳入）１３，４７４百万円－（歳出）１３，４９２百万円＝▲▲▲▲1111千千千千８８８８百万円赤字百万円赤字百万円赤字百万円赤字

・平成２３年度の決算は、国や府の負担金や交付金が多く交付され、約１千８百万円の赤字となりました。
・ほぼ収支均衡であり、基金への積立や財源充当は、行いませんでした。

平成２３年度収支

６８．３％

０．９％

２６．９％

１．５％

２．４％

２４．８％

６５．８％

９．５％

０．２％

０．１％

４
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Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 H23

Ⅰ．平成２３年度 国民健康保険の事業状況

平成２２年度に比べて、現年度収納額約４千万円と過年度収納額約６千万円、

合計額約１億円の増となりました。

参考資料① 保険料収入の伸び

０

４０

３４．７億
３５．７ ３６．１

２９．５

３０．８

３２．４
３３．４

（億円）

保険料収入

後期高齢者医療制度が創設され、
７５歳以上のかたが国保から移行

１億円増額

保険料収入の推移

５
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参考資料② 医療費（保険給付費）の伸び

Ｈ１９までについて老人保健制度分は含まれていません
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対
前
年
度
比
伸

対
前
年
度
比
伸
びびびび
率率率率

（億円）

平成２３年度の保険給付費の伸び率は前年度に比べて４．２％の伸びとなりました。平成２１年度
から平成２２年度の伸び率は４％ですのでほぼ横ばいです。

保険給付費
対前年度比

保険給付費

６
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保険給付費の推移

保険給付費保険給付費保険給付費保険給付費はははは毎年増加毎年増加毎年増加毎年増加していますがしていますがしていますがしていますが、、、、伸伸伸伸びびびび率率率率はははは、、、、減少減少減少減少、、、、横横横横ばいとなっていますばいとなっていますばいとなっていますばいとなっています保険給付費保険給付費保険給付費保険給付費はははは毎年増加毎年増加毎年増加毎年増加していますがしていますがしていますがしていますが、、、、伸伸伸伸びびびび率率率率はははは、、、、減少減少減少減少、、、、横横横横ばいとなっていますばいとなっていますばいとなっていますばいとなっています



参考資料③ 単年度収支の推移
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２．１億円（黒字）

基金に積み立てました。

（億円）
（億円）

平成２２年度は、単年度で約２．１億円の黒字で基金に積み立てましたが、平成２３年度は、
ほぼ収支均衡となりました。

繰り入れ後
単年度赤字

繰り入れ前
単年度赤字

７
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歳入：１３，４９４百万円 歳出：１３，８４０百万円

１．平成２４年度の保険料（決定方法）

【歳入】

保険料賦課保険料賦課保険料賦課保険料賦課３３３３％％％％負担緩和分負担緩和分負担緩和分負担緩和分：：：：１１１１億億億億６６６６千万円千万円千万円千万円

保険料（現年度分）２５．２％

【歳出】

保険事業費 1.１％

保険給付費 ６９．８％

拠出金及び納付金 ２８．２.％

その他の支出 ０．９.％

保険料（滞納分）１．５％

国庫・府支出金及び交付金
６５．３％

一般会計繰入金７．９％

その他収入０．１％

本算定時の収支予測

１０

Ⅱ．平成２４年度 国民健康保険料の事業状況

・平成２４年度の保険料は、賦課の負担緩和率を９７％、予定収納率を91％で算定しました。
・また、保険給付費は、前年度と比較して４ポイント増で算定しました。
・その結果、保険料を算出すると、一人当たり保険料は109,747円（12,041円の増額）となります。
・上昇額を約５０％抑制し、不足額を基金１．８億円で充当し、 104,021円（6,315円の増額）としました。

平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度からのからのからのからの引上幅引上幅引上幅引上幅をををを約約約約５０５０５０５０％％％％抑制抑制抑制抑制したしたしたした
不足分不足分不足分不足分１１１１億億億億８８８８千万円千万円千万円千万円はははは、、、、基金基金基金基金からからからから充当充当充当充当しますしますしますします。。。。

歳入歳入歳入歳入－－－－歳出歳出歳出歳出＝＝＝＝▲▲▲▲ ３３３３億億億億４４４４千万円千万円千万円千万円

（４億円の繰入を含む）



１１

Ⅱ．平成２４年度 国民健康保険料の事業状況

●●●●平成平成平成平成２４２４２４２４年度年度年度年度のののの一人当一人当一人当一人当たりたりたりたり保険料保険料保険料保険料のののの算定算定算定算定とととと基金基金基金基金

平成２３年度の保険料額

平成２４年度の本算定試算

97,706円

109,747円

12,041円

6,315円

上昇額上昇額上昇額上昇額をををを５０５０５０５０％％％％抑制抑制抑制抑制しましたしましたしましたしました。。。。

平成２４年度の本算定決定

増額増額増額増額

不足分約不足分約不足分約不足分約１１１１億億億億８８８８千万円千万円千万円千万円をををを基金基金基金基金
からからからから充当充当充当充当しましたしましたしましたしました。。。。

104,021円

２．平成２４年度の保険料（基金の運用）

・当該年度の一人当たりの必要保険料が前年度の一人当たりの保険料より増額となる場合は、その差額の全被保険者分の合計を上限として基金

①①①①単年度収支単年度収支単年度収支単年度収支のののの調整調整調整調整

・単年度収支が黒字となった場合は、その額を上限として基金に積み立てます。

・単年度収支が赤字となった場合は、その額を上限として基金から繰り入れます。

②②②②保険料増減保険料増減保険料増減保険料増減のののの調整調整調整調整

・当該年度の一人当たりの必要保険料が前年度の一人当たりの保険料より下回る場合は、保険料を据置き、その収支差の全被保険者分の合計を

○○○○基金基金基金基金のののの活用状況活用状況活用状況活用状況

国保国保国保国保のののの財政調整財政調整財政調整財政調整をををを基金基金基金基金のののの取取取取りりりり崩崩崩崩しやしやしやしや積積積積みみみみ立立立立てによっててによっててによっててによって行行行行うことができますうことができますうことができますうことができます。。。。

上限として基金に積み立てます。

から繰り入れます。

国民健康保険財政調整基金国民健康保険財政調整基金国民健康保険財政調整基金国民健康保険財政調整基金のののの運用運用運用運用国民健康保険財政調整基金国民健康保険財政調整基金国民健康保険財政調整基金国民健康保険財政調整基金のののの運用運用運用運用 【箕面市国民健康保険財政調整基金条例 （平成２３年６月）】



３. 保険料率

650,000650,000650,000650,000円円円円770,000770,000770,000770,000円円円円120,000120,000120,000120,000円円円円140,000140,000140,000140,000円円円円510,000510,000510,000510,000円円円円保険料の上限額（賦課限度額）

54,60054,60054,60054,600円円円円67,80067,80067,80067,800円円円円13,20013,20013,20013,200円円円円12,30012,30012,30012,300円円円円42,30042,30042,30042,300円円円円加入者一人につき均等割額

9.43%9.43%9.43%9.43%11.43%11.43%11.43%11.43%2.00%2.00%2.00%2.00%2.13%2.13%2.13%2.13%7.30%7.30%7.30%7.30%所得割算出基礎額に対して所得割額

介護保険
非該当計

介護保険
該当計

介護納付金
賦課額

後期高齢者支
援金等賦課額

基礎賦課額分

650,000650,000650,000650,000円円円円770,000770,000770,000770,000円円円円120,000120,000120,000120,000円円円円140,000140,000140,000140,000円円円円510,000510,000510,000510,000円円円円保険料の上限額（賦課限度額）

51,90051,90051,90051,900円円円円66,30066,30066,30066,300円円円円14,40014,40014,40014,400円円円円12,60012,60012,60012,600円円円円39,30039,30039,30039,300円円円円加入者一人につき均等割額

8.04%8.04%8.04%8.04%9.84%9.84%9.84%9.84%1.80%1.80%1.80%1.80%2.00%2.00%2.00%2.00%6.04%6.04%6.04%6.04%所得割算出基礎額に対して所得割額

介護保険
非該当計

介護保険
該当計

介護納付金
賦課額

後期高齢者支
援金等賦課額

基礎賦課額分

104,021104,021104,021104,021円円円円１人あたり保険料（Ａ／Ｂ）35,93835,93835,93835,938人人人人被保険者数（Ｂ）37.437.437.437.4億円億円億円億円平成24年度調定額（Ａ）

＜参考＞平成23年度保険料率

97,70697,70697,70697,706円円円円１人あたり保険料（Ａ／Ｂ）35,64435,64435,64435,644人人人人被保険者数（Ｂ）34.834.834.834.8億円億円億円億円平成23年度調定額（Ａ）

調定額調定額調定額調定額････一人一人一人一人あたりあたりあたりあたり保険料保険料保険料保険料のののの比較比較比較比較

一人あたり換算で6,315円の増額となりました。調定額は2.6億円の増額となりました。

平成24年度保険料率

被保険者全体の所得減少の結果、所得割の料率を引き上げました。
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４. モデル世帯の保険料

約1,231万円

約1,021万円

約800万円

約567万円

約323万円

約98万円

収入額
（概算）

0 770,000 770,000 1,000万円

7,432 770,000 762,528 800万円

85,053 709,281 624,228 600万円

59,853487,281 427,428 400万円

29,325267,825 238,500 208万円

450 20,340 19,890 33万円

差
（２）－（１）

24年度
（２）

23年度
（１）

総所得

１人世帯１人世帯１人世帯１人世帯 （年額（年額（年額（年額 円）円）円）円）

1,000万円

800万円

600万円

400万円

208万円

33万円

総所得

0770,000 770,000 約1,231万円

0 770,000 770,000 約1,021万円

37,842770,000 732,158 約800万円

64,863 626,061 561,198 約567万円

34,335 406,605 372,270 約323万円

1,953 61,974 60,021 約98万円

差
（２）－（１）

24年度
（２）

23年度
（１）

収入額
（概算）

４人世帯（世帯主・配偶者・子ども２人）４人世帯（世帯主・配偶者・子ども２人）４人世帯（世帯主・配偶者・子ども２人）４人世帯（世帯主・配偶者・子ども２人） （年額（年額（年額（年額 円）円）円）円）

約９８万円

1,000万円

800万円

600万円

400万円

208万円

33万円

総所得

770,000 770,000 770,000 約1,231万円

770,000 770,000 770,000 約1,021万円

770,000 755,740 709,281 約800万円

592,325 518,952 487,281 約567万円

323,909 288,552 267,825 約323万円

23,77823,566 20,340 

池田市豊中市箕面市
収入額
（概算）

１人世帯１人世帯１人世帯１人世帯 （年額（年額（年額（年額 円）円）円）円）

1.1.1.1.箕面市箕面市箕面市箕面市のののの平成平成平成平成22223333････22224444年度年度年度年度のののの保険料保険料保険料保険料のののの比較比較比較比較 2.2.2.2.平成平成平成平成22224444年度保険料年度保険料年度保険料年度保険料のののの他市他市他市他市とのとのとのとの比較比較比較比較

・総所得33万円以下の世帯は、差が少なくなっています。 ・近隣３市では箕面市の保険料が一番低額になっています。

1,000万円

800万円

600万円

400万円

208万円

33万円

総所得

770,000 770,000 770,000 約1,231万円

770,000 770,000 770,000 約1,021万円

770,000 770,000 770,000 約800万円

705,867 645,455 626,061 約567万円

468,219 415,055 406,605 約323万円

67,071 61,517 61,974 約９８万円

池田市豊中市箕面市
収入額
（概算）

４人世帯（世帯主・配偶者・子ども２人）４人世帯（世帯主・配偶者・子ども２人）４人世帯（世帯主・配偶者・子ども２人）４人世帯（世帯主・配偶者・子ども２人） （年額（年額（年額（年額 円）円）円）円）
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Ⅲ．平成２５年度以降の国民健康保険料

箕 面 市
緑豊かな北大阪都市みのお



１．運営協議会の答申の抜粋

Ⅲ．平成２５年度以降の国民健康保険料

１６

（平成２３年２月１０日）



１７

●各年度の負担緩和率 平成２３年度

９４％

平成２４年度

９７％

平成２５年度

１００％

ただしただしただしただし 下記の目安とする額を大幅に超える場合は、２年間（平成２７年度まで）延長する。

平成２４年度 平成２５年度

３９億３千万円

目安目安目安目安とするとするとするとする国基準保険料総額国基準保険料総額国基準保険料総額国基準保険料総額をををを下回下回下回下回りますりますりますります。。。。目安目安目安目安とするとするとするとする国基準保険料総額国基準保険料総額国基準保険料総額国基準保険料総額をををを下回下回下回下回りますりますりますります。。。。

つまりつまりつまりつまり 平成平成平成平成２５２５２５２５年度年度年度年度にににに１００１００１００１００％％％％賦課賦課賦課賦課することになりますすることになりますすることになりますすることになります。。。。平成平成平成平成２５２５２５２５年度年度年度年度にににに１００１００１００１００％％％％賦課賦課賦課賦課することになりますすることになりますすることになりますすることになります。。。。

負担緩和率負担緩和率負担緩和率負担緩和率のののの考考考考ええええ方方方方負担緩和率負担緩和率負担緩和率負担緩和率のののの考考考考ええええ方方方方

３４億円 ３８億円
（確保しなければならない保険料）

下回下回下回下回るるるる 下回下回下回下回るるるる

解解解解 説説説説解解解解 説説説説

３３３３年間年間年間年間でででで１００１００１００１００％％％％
にするにするにするにする！！！！

●目安とする国基準保険料総額

●国基準保険料総額の予測

３７億４千万円
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4,199

3,740
3,480

3,506

3,920

109,747

98,466

104,021

115,895

97,706

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

110,000

120,000

２．平成２５年度の保険料の予測

保
険
料
総
額

保
険
料
総
額

一
人
当
た
り
保
険
料

一
人
当
た
り
保
険
料

（単位：百万円） （単位：円）

基金繰入：２千６百万円基金繰入：２千６百万円

基金繰入：１億８千万円基金繰入：１億８千万円

・平成２５年度に賦課緩和率を100％とします。
・平成２５年度の一人当たり保険料は、平成２４年度に比べて、約１万２千円の上昇となります。
・これまでは、単年度収支の均衡を目指して保険料を引き上げてきましたが、今後は累積赤字の解消

が課題となります。
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94％ 97％ １００％賦課緩和率

Ｈ25



３．これからの保険料設定の方針

・これまで平成２３年２月１０日の箕面市国民健康
保険運営協議会の答申に基づき、一般会計４億円を
繰り入れたうえで、保険料設定を行ってきましたが、
これ以降は、当初から一般会計の繰り入れを前提と
した保険料設定は行いません。

・保険料にあらかじめ一般会計の繰り入れを予定した場合、大阪府財政調整交付金
において、約３２０万円のペナルティーが生じます。

・これまで平成２３年２月１０日の箕面市国民健康
保険運営協議会の答申に基づき、一般会計４億円を
繰り入れたうえで、保険料設定を行ってきましたが、
これ以降は、当初から一般会計の繰り入れを前提と
した保険料設定は行いません。

・保険料にあらかじめ一般会計の繰り入れを予定した場合、大阪府財政調整交付金
において、約３２０万円のペナルティーが生じます。
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Ⅳ．収納対策

箕 面 市
緑豊かな北大阪都市みのお



１. 収納状況の推移（現年度分）

年度別収納グラフ（現年分）

33.1
34.6

38.7

34.5
31.9

34.9 28.2 29.4 30.8 31.2

90.24% 90.16%

89.21%

88.54% 88.86%

15

20

25

30

35

40

45

Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

85%

86%

87%

88%

89%

90%

91%

・現年度（平成2３年度）収納率は、０.９５ポイント上昇しました。
・収納率は、４年ぶりに９０％台に回復しました。

収納率収納率収納率収納率がががが、、、、
0.950.950.950.95上昇上昇上昇上昇
収納額収納額収納額収納額がががが、、、、
43,86843,86843,86843,868
千円増加千円増加千円増加千円増加

国民健康保険料年度別収納一覧＜平成1９～2３年度＞

調定額(千円)

収納額(千円)

90.16%

3,119,016

3,459,597

Ｈ23

89.21%

3,075,148

3,447,158

Ｈ22

88.86%

2,942,329

3,311,310

Ｈ21

88.54%

2,820,097

3,185,077

Ｈ20

90.24%

3,491,020

3,868,413

Ｈ19

収納率(％)

年度

億円

収納率

後期高齢者保険制
度の創設に伴い収

納率が低下

調定額

収納率

収納額

２１
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２.収納状況の推移（過年度分）

年度別収納グラフ（滞納分）

6.15.44.2 6.6 7.4

1.1 1.2 1.3 1.5 2.1

27.03%

28.82%

23.43%

23.15%

21.98%

0

1

2

3

4

5

6

7

8

Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

14%

16%

18%

20%

22%

24%

26%

28%

30%

調定額(千円)

収納額(千円)

28.82%

214,376

743,944

Ｈ２3

23.43%

154,904

661,088

Ｈ２2

21.98%

134,789

613,267

Ｈ２1

23.15%

124,254

536,837

Ｈ20

27.03%

113,712

420,658

Ｈ１９

収納率( ％ )

年度

国民健康保険料年度別収納一覧＜平成1９～2３年度＞

億円 収納率

調定額

収納率

収納額

収納率収納率収納率収納率がががが、、、、
5.395.395.395.39上昇上昇上昇上昇
収納額収納額収納額収納額がががが、、、、
59,47259,47259,47259,472
千円増加千円増加千円増加千円増加

・過年度（平成2３年度）収納率は、５.３９ポイント上昇しました。
・収納額は、５９,４７２千円の大幅増加となりました。
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３.収納率の他市との比較（現年度分）

現年度
収納率(%)

1 河内長野市 93.24

2 阪南市 93.05

3 泉佐野市 91.56

4 高槻市 91.40

5 羽曳野市 90.63

6 泉南市 90.53

7 和泉市 90.34

8 泉大津市 89.97

9 堺市 89.91

10 高石市 89.76

11 岸和田市 89.75

12 貝塚市 89.66

13 箕面市 89.21

14 交野市 89.19

15 枚方市 88.66

16 松原市 87.97

17 豊中市 87.94

18 大阪狭山市 87.56

19 吹田市 87.55

20 柏原市 87.48

21 藤井寺市 87.45

22 摂津市 86.24

23 茨木市 86.21

24 四条畷市 86.02

25 富田林市 85.52

26 池田市 85.38

27 八尾市 84.94

28 大阪市 84.87

29 門真市 83.47

30 大東市 82.54

31 守口市 82.06

32 東大阪市 80.42

33 寝屋川市 80.02

87.59

保険者名

平均

現年度
収納率(%)

1 河内長野市 92.89

2 泉佐野市 91.51

3 高石市 90.78

4 高槻市 90.70

5 羽曳野市 90.67

6 阪南市 90.65

7 泉南市 90.16

8 和泉市 89.90

9 貝塚市 89.06

10 岸和田市 89.01

11 泉大津市 88.88

12 箕面市 88.86

13 堺市 88.65

14 交野市 87.84

15 枚方市 87.66

16 松原市 87.46

17 吹田市 86.82

18 大阪狭山市 86.51

19 茨木市 86.35

20 柏原市 86.20

21 四條畷市 85.72

22 豊中市 85.41

23 池田市 84.86

24 富田林市 84.70

25 摂津市 84.57

26 藤井寺市 84.38

27 大阪市 84.31

28 八尾市 83.73

29 守口市 82.61

30 門真市 81.39

31 大東市 81.24

32 寝屋川市 79.71

33 東大阪市 79.56

86.75

保険者名

平均

・現年度収納率は、９０.１６％で０.９５ポイント上昇し、府内で1２番目でした。

平成2１年度 （表１） 平成22年度 （表２） 平成23年度 （表３）

（表３）－（表２）

現年度 前年度対比
収納率(%) 増減ポイント

1 河内長野市 93.80 0.56

2 泉佐野市 92.30 0.74

3 阪南市 91.84 -1.21

4 高槻市 91.78 0.38

5 和泉市 91.60 1.26

6 泉南市 91.59 1.62

7 堺市 91.20 1.29

8 泉大津市 90.57 0.60

9 貝塚市 90.50 0.84

10 高石市 90.22 0.46

11 交野市 90.19 1.00

12 箕面市 90.16 0.95

13 羽曳野市 89.85 -0.78

14 岸和田市 89.65 -0.10

15 藤井寺市 89.46 2.01

16 柏原市 88.83 1.32

17 枚方市 88.83 0.17

18 四条畷市 88.43 2.41

19 豊中市 88.33 0.39

20 吹田市 87.93 -0.38

21 大阪狭山市 87.82 0.26

22 茨木市 87.80 1.59

23 摂津市 87.62 1.38

24 松原市 87.59 -0.38

25 富田林市 86.22 0.70

26 門真市 86.00 2.53

27 池田市 85.71 0.33

28 大阪市 85.00 0.13

29 八尾市 84.61 0.33

30 大東市 83.49 0.95

31 守口市 82.59 0.45

32 東大阪市 80.39 0.03

33 寝屋川市 79.14 -0.88

88.21

保険者名

平均
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４.収納率の他市との比較（過年度分）

滞納繰越

収納率(%)

1 河内長野市 23.78

2 箕面市 23.43

3 八尾市 20.41

4 羽曳野市 18.80

5 柏原市 16.08

6 四条畷市 14.90

7 吹田市 14.61

8 寝屋川市 13.39

9 茨木市 13.10

10 東大阪市 13.06

11 豊中市 12.52

12 泉南市 12.50

13 阪南市 12.48

14 泉大津市 12.07

15 和泉市 11.95

16 交野市 10.57

17 大阪狭山市 10.19

18 池田市 10.09

19 摂津市 9.62

20 松原市 9.45

21 大阪市 9.37

22 守口市 8.96

23 高槻市 8.90

24 藤井寺市 8.45

25 泉佐野市 8.21

26 富田林市 8.19

27 門真市 7.80

28 堺市 7.55

29 枚方市 6.84

30 岸和田市 6.27

31 貝塚市 5.55

32 大東市 4.85

33 高石市 2.69

11.41

保険者名

平均

滞納繰越 前年度対比 

収納率(%) 増減ポイント

1 箕面市 28.82 5.39

2 河内長野市 23.86 0.08

3 八尾市 18.85 -1.56

4 羽曳野市 18.42 -0.38

5 四条畷市 16.57 1.67

6 豊中市 16.48 3.96

7 阪南市 16.37 3.89

8 泉南市 16.24 3.74

9 池田市 16.09 6.00

10 柏原市 15.83 -0.25

11 吹田市 14.92 0.31

12 和泉市 14.23 2.28

13 泉大津市 14.06 1.99

14 茨木市 13.67 0.57

15 大阪狭山市 13.42 3.23

16 寝屋川市 13.39 0.21

17 大阪市 12.72 3.35

18 東大阪市 12.67 -0.39

19 摂津市 10.09 0.47

20 守口市 10.04 1.08

21 交野市 9.81 -0.76

22 門真市 9.44 1.64

23 高槻市 9.41 0.51

24 堺市 9.09 1.54

25 松原市 9.06 -0.39

26 泉佐野市 8.56 0.35

27 藤井寺市 8.10 -0.35

28 枚方市 7.90 1.06

29 富田林市 7.32 -0.87

30 岸和田市 6.24 -0.03

31 大東市 5.67 0.82

32 貝塚市 5.57 0.02

33 高石市 2.68 -0.01

12.59

保険者名

平均

・過年度収納率は、２８.８２％で５.３９ポイント上昇し、府内で１番目でした。

平成21年度 （表１） 平成22年度 （表２） 平成23年度 （表３）

（表３）－（表2）

滞納繰越

収納率(%)

1 河内長野市 25.89

2 箕面市 21.98

3 羽曳野市 20.34

4 八尾市 20.18

5 寝屋川市 16.1

6 柏原市 15.29

7 吹田市 15.11

8 茨木市 14.54

9 阪南市 13.14

10 東大阪市 12.81

11 交野市 12.29

12 四條畷市 12.27

13 大阪狭山市 10.72

14 泉大津市 10.58

15 泉南市 10.29

16 和泉市 9.64

17 高槻市 9.45

18 藤井寺市 9.23

19 松原市 9.12

20 摂津市 8.92

21 池田市 8.89

22 豊中市 7.66

23 泉佐野市 7.36

24 富田林市 6.87

25 堺市 6.59

26 大阪市 6.52

27 守口市 6.23

28 門真市 6.12

29 枚方市 6.05

30 岸和田市 5.97

31 貝塚市 5.46

32 大東市 4.83

33 高石市 2.38

10.87

保険者名

平均

２４
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-1.99%55,10942,21251.60%1,785,977550,1503,461,10449.61%1,841,086592,3623,711,2859月

----1.1.1.1.44444444%%%%94949494, , , , 41941941941939393939,,,,31031031031055556666....84848484%%%%1,1,1,1,967967967967,,,,132132132132181181181181,15,15,15,1555553,463,463,463,460000,,,,59559559559555555555....40404040%%%%2222,,,,061061061061,,,,551551551551220220220220,,,,4654654654653,73,73,73,721212121,,,,12012012012010101010月月月月

-2.03%12,8977,18735.74%1,235,827381,3333,457,64233.71%1,248,724388,5203,704,1388月

0.42%5,71010,77172.65%854,494174,8291,176,16073.07%860,204185,6001,177,2117月

-0.55%-5,061-5,04357.93%679,665167,3661,173,27857.38%674,604162,3231,175,7206月

-0.09%-1831,04143.75%512,299371,3301,170,96843.66%512,281402,3711,173,2595月

-2.67%-31,059-31,05912.04%140,969140,9691,170,7959.37%109,910109,9101,172,9464月

累計収納率差累計収納差月別収納差収納率累計収納額月別収納額調定額収納率累計収納額月別収納額調定額

前年度比較平成２３年度平成２４年度

５．平成２４年度収納状況（現年度）

・現年度収納率は、５５．４０%で前年同月比１．４４ポイント減少しています。
・収納額は、９４,４１９千円増加しています。

平成２４年１０月末日現在 単位：千円
２５

Ⅳ．収納対策



６．平成２４年度収納状況（過年度）

1.02%14,787-1,16014.93%112,48119,698753,29215.95%127,26818,538798,0519月

1.1.1.1.50505050%%%%20202020,,,,1111111177775555,,,,33033033033011117777....33333%3%3%3%111130303030,,,,07307307307311117777,,,,592592592592757575750000,,,,69269269269211118888....83838383%%%%111150505050,,,,19019019019022222222,,,,922922922922797979797777,,,,76876876876810101010月月月月

1.32%15,9474,15912.29%92,78323,116754,82313.62%108,73027,275798,5898月

0.99%11,7882,5649.21%69,66718,678756,80410.19%81,45521,242799,3007月

0.80%9,224-7656.73%50,98924,493757,3777.53%60,21323,728799,8596月

1.26%9,9894,8456.79%26,49612,749390,0648.05%36,48517,594453,2905月

0.64%5,1445,1443.52%13,74713,747390,0644.17%18,89118,891453,2904月

累計収納率差累計収納差月別収納差収納率累計収納額月別収納額調定額収納率累計収納額月別収納額調定額

前年度比較平成２３年度平成２４年度

平成２４年１０月末日現在 単位：千円

・過年度収納率は、１８．８３%で前年同月比１．５０ポイント上昇しています。
・収納額は、２０,１１７千円増加しています。

２６



７．滞納処分の状況

・平成２３年度の差押などの滞納処分は、１８件で３,１６４千円でした。

平成２３年度 滞納処分内訳

件数 金額

差押

（預貯金）
7件 2,539,587

参加差押

（不動産）
2件 50,000

交付要求
（破産管財人）

9件 575,141

合計 18件 3,164,728

単位：円

件数 金額

差押

（預貯金）
5件 1,656,211

参加差押

（不動産）
1件 447,163

交付要求
（破産管財人）

17件 1,645,508

合計 23件 3,748,882

平成２２年度 滞納処分内訳
単位：円

２７
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Ⅴ．医療費分析

箕 面 市
緑豊かな北大阪都市みのお

箕面市保健・医療・福祉連携特命チーム



比較の結果

・特に、脳卒中の医療費が府内の市町村平均より高くなっていました。・特に、脳卒中の医療費が府内の市町村平均より高くなっていました。

・今回は、脳卒中と調剤の医療費を高めている要因をさぐるためアンケートや訪問
調査を実施し、その結果をもとに具体的な施策を導きました。

・今回は、脳卒中と調剤の医療費を高めている要因をさぐるためアンケートや訪問
調査を実施し、その結果をもとに具体的な施策を導きました。

分析・調査

１．医療費分析の概要

・地域の医療費を高めている要因をさぐるため、大阪府立健康科学センターの技術
的支援によりレセプトデータを分析し、箕面市と大阪府内医療費とを比較しました。

・地域の医療費を高めている要因をさぐるため、大阪府立健康科学センターの技術
的支援によりレセプトデータを分析し、箕面市と大阪府内医療費とを比較しました。

レセプト分析

Ⅴ．医療費分析

今後の取組

・国民健康保険と、市立病院の診療データの傾向を把握し、高額な医療費のケース
の事例検討を引き続き行います。

・国民健康保険と、市立病院の診療データの傾向を把握し、高額な医療費のケース
の事例検討を引き続き行います。

２９



２．調剤のアンケート結果分析

２．ジェネリック医薬品

７７％のかたがジェネリック医薬品を知っており、その情報源としては、テレビＣＭが最も多く、
２５％でした。

４９％のかたがジェネリック医薬品を希望したことがあることがわかりました。（理由は、「窓口で
の支払額が安くなる」が３２％、「医療費全体の削減になる」が２８％ありました。）

ジェネリック医薬品を希望しない理由としては、医師や薬剤師に任せているのでという理由が最も
多く４９％でした。

ジェネリック医薬品を多く利用してもらうには、費用面の効果の説明と情報提供両面のアプローチ
が必要であることがわかりました。

■

■

■

■

３０

Ⅴ．医療費分析

１．お薬手帳

「お薬手帳」は、重複投与を避けるうえで有効な手段ですが、 ２５％のかたが「お薬手帳」を持って
いないことわかりました。（理由は、薬局で薦められなかったというかたが３８％おられました。）

手帳を持っていても、医師にみせたことがないかたが５４％おられました。

■

■

■「お薬手帳」を持つことの理由は、「自分で薬を忘れないため」や「医師や薬剤師に薬を知ってもらう
ため」という理由が多く、 「お薬手帳」を持つことの主旨を理解されて持っておられることがわかり
ました。

①アンケート対象者

・平成23年5月診療分調剤レセプトから抽出

・40歳から60歳 男100人 女100人

・60歳から75歳 男100人 女100人
400人

③回答者数：217人

④回収率 ：54.3％

②設問数 ：15問



３．調剤の今後の具体的施策

・調剤のアンケートの結果、次のような具体的施策が導きだされました。

１．お薬手帳

調剤薬局利用者への「おくすり手帳」の利用についての啓発

医師や薬剤師からの働きかけの推進

■

■

２．ジェネリック医薬品

ジェネリック医薬品については、コールセンターを使って利用勧奨を実施します。

「ジェネリック医薬品差額通知」の継続実施

「ジェネリック医薬品希望保険証カバー」の配布継続

調剤薬局利用者への情報提供の推進

■

■

■

・薬局からの発行部数

・調剤利用者の無作為抽出によるアンケート調査

利用状況の調査

・連合会からの「保険者別医薬品利用実態」報告の利用
・特定の疾病を対象とした無作為のレセプト抽出調査

今年度実施今年度実施

利用状況の調査

３１

Ⅴ．医療費分析



４．「電子版」お薬手帳の導入
・スマートフォンによる「電子版」お薬手帳が平成２５年に大阪府で導入されます。
・まず、平成２５年早々に箕面市内の薬局で試験運用が開始されます。

３２
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５．ジェネリック医薬品の推移

薬
剤
の
金
額

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
率
（
数
量
ベ
ー
ス
）

（％）（薬剤料額：千円）

◆もみじだより
（特集）掲載

◆◆◆◆ジェネリックジェネリックジェネリックジェネリック保険証保険証保険証保険証カバーカバーカバーカバー配布開始配布開始配布開始配布開始

◆啓発チラシ配布開始

◆差額通知送付
約２，０００人

◆差額通知送付
約２，５００人

（診療月）

◆処方箋の変更：薬剤名ではなく、成分名の表示の開始

全体数

ジェネリック医薬品

３３

Ⅴ．医療費分析

・もみじだよりの掲載やジェネリック保険証カバー・啓発チラシの配布、ジェネリック医薬品の差額通知の実施
により、ジェネリック医薬品の数量ベースの利用率は、２５．７％で昨年の６月と比較して、約４ポイント増加
しました。

・数量ベースの利用率は、全国平均で２３．１％、大阪府内平均で２２．２％となっています。

４ポイント増加



６．脳卒中のアンケート結果分析

脳卒中発症の誘因

■

■

■

■

病型は、脳梗塞が７０％で最も多く、再発例は４０％あり、多いことがわかりました。

発症年齢は、６０歳代が５０％で最も多く、既往歴は、一位が高血圧で５０％、次に糖尿病で３０％
でした。

健診は全く受診していないかたが６０％で最も多く、多量飲酒者、多量喫煙者が少なからずおられま
した。

箕面市での居住年数は、７５％のかたが３０年以上でした。

健診未受診のため、危険予測できなかった。

退職後、健診を受診しなくなった。

血圧が高くても、自分で理由をつけて、放置していた。

もともと血圧は高くなかったが、５０歳代で急に血圧上昇

飲酒量は、日本酒換算で１日３合以上の多量飲酒、肝臓障害に至っていたケースもあり

喫煙本数が１日数十本のヘビースモーカー

偏った食生活

高血圧や糖尿病への罹患

脳卒中や心筋梗塞の既往がある。

健康についてあまり考えていない。

６０歳を過ぎて発症する人が多い。

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

３４
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①アンケート対象者

・平成23年5月入院レセプトから抽出

・40歳から８0歳 男２６人 女７人 合計３３人

③回答者数：2０人

④回収率 ：６０.６％

②設問数 ：２１問

⑤追加調査

・訪問： ２人

・電話：１８人

事例



７．脳卒中の今後の具体的施策

・脳卒中予防の取組を強化します。

特定健診の受診勧奨の徹底

■

■

健診で発見された高血圧ハイリスク者への働きかけ

■ 健診結果ハイリスク者への禁煙教育

脳卒中予防のための健康教育の実施■

・特定健診受診率、特定保健指導実施率

・要医療者の受療率の向上

・最終的には、脳卒中医療費に係る諸指標をモニタリングする

評価方法

今年度から実施今年度から実施

特定保健指導対象者のうち、ハイリスク者で特定保健指導の申し込みがないかたに、特定保健指
導利用勧奨の通知文を再度送付します。

市内の血圧測定設置場所に高血圧予防の媒体やチラシ等を設置し、高血圧に関する正しい知識の
普及を行います。

健診で発見された重度の高血圧者に受診勧奨のアプローチを行います。

◆

◆

◆

健康増進課と市国保が連携します。
３５
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